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研究成果の概要（和文）：この研究は、家具を組み立てる作業の中で、参加人数を1～5人と変化させた場合に、
何名以上ならば作業にそれほど熱心に従事しなくなる参加者が生じるのかという社会的手抜きの発現する参加人
数を明らかにすることを目的とした。社会的手抜きを知る上の手がかりとして、作業の成否・作業に従事した時
間・参加者が作業で使う材料に触れた時間の長さという行動の指標と、参加者の作業への満足度・貢献度および
参加者同士の親密度という心理的な指標を用いた。比較分析の結果、主に行動の指標から、家具の組み立て作業
では、参加人数が増えるにしたがって社会的手抜きの生じる可能性が得られた。

研究成果の概要（英文）：This study examines the effects of group size, from individuals to 
five-party, using the furniture assembly task. We use three behavioral indexes, i.e. degree of 
completion, time-to-completion, and duration of interaction with materials, in a physical 
performance evaluation. Furthermore, we use three psychological indexes, i.e., degrees of 
contribution, satisfaction, and familiarity, in a psychological evaluation. These results suggest 
that social loafing effects have emerged by increasing the number of participants.

研究分野： 認知科学

キーワード： 共同作業　参加人数の違い　社会的手抜き　マルチモーダルインタラクション　行動指標　心理指標

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 21世紀の教育において必要とされる学び
のスキルの一つに、協調問題解決の能力が掲
げられている。すなわち、2 人以上の参加者
間でお互いに問題を共有し、協力しながら解
決に向けてやりとりをしていく能力が求め
られている(引用文献①)。 
 
(2) 一方、2 人以上で物事に取り組む場合に
は、他者の存在そのものが問題解決を推進す
る力になることもあれば、かえって個々の力
を最大限に発揮する機会を失わせることに
つがなることもある。前者は社会的促進、後
者は社会的抑制あるいは社会的手抜きとよ
ばれている(引用文献②)。 
 
２．研究の目的 
(1) 直接対面型の共同作業の過程で発現す
るであろう社会的手抜きに着目し、作業参加
者の行動および心理との関係を明らかにす
る。 
 
(2) 共同作業の参加人数を変化させること
で、作業参加者の行動および心理に与える影
響および社会的手抜きの発現との関わりに
ついて比較検討を行なう。 
 
３．研究の方法 
(1) データ収録 
① 実験課題: 特定の役割を与えられていな
い 1～5 名による直接対面での共同作業とし
て、小型家具の組立作業を選定した。実験ス
ペースの床面においてある板 6枚・ネジ類 54
本・電動ドライバー一式・説明書 1冊を用い
て約 30 分を目安に組み立てるように教示し
た。 
 
② 実験参加者:96 名の大学生・大学院生が実
験に参加した(平均年齢: 20.625 歳、標準偏
差: 1.481 歳)。実験参加者が 1人の場合が 6
組、2人の場合が 9組、3～5人の場合各 6組
の計 33 組であった。 
 
③ 収録環境: 作業参加者の行動を客観的に
観測する機器として、市販のビデオカメラ 3
台を設置した。作業終了後に事後アンケート
を実施し、作業に対する満足度(1～5名)・貢
献度および参加者間の親密度(2～5 名)に関
する質問紙への回答を求めた。 
 
(2) データ分析 
①行動指標: 小型家具の組立作業における
社会的手抜きを知る手掛かりとして、次の 3
種類の行動指標を用いた。 
a) 作業の成否: 実験に参加した全 33 組に

対して、小型家具が完成したかどうかを
実験者により判定した。 

b) 作業終了までの時間: 作業の開始から、
参加者の作業終了の判断までの時間。実
験に参加した全 33 組に対して、家具の完

成の有無によらず、参加者により判断。 
c) 参加者が家具組立材料に触れた時間長: 

小型家具を組み立てるにあたり、参加者
が板・ネジ類・電動ドライバー・説明者
のいずれかに手を触れていた時間の長さ
を合計した値。この項目では、1～5人の
参加人数のうち各 1 組を分析対象とした。 

 
②心理指標: 小型家具の組立作業における
社会的手抜きを知る手がかりとして、次の 3
種類の心理指標を用いた。 
a) 作業過程への満足度: 参加者が小型家具

の組立作業の過程に満足感を得たか(実
験に参加した 96 名を対象に実施)。 

b) 作業過程への貢献度: 参加者が小型家具
の組立作業に貢献できたと感じたか(参
加人数が1人の場合をのぞく90名を対象
に実施)。 

c) 参加者同士の親密度: 小型家具の組立作
業の過程で、参加者同士の親密さが増し
たと感じたか(参加人数が 1 人の場合を
のぞく 90 名を対象に実施)。 

 
４．研究成果 
(1) 行動指標 
a) 作業の成否: 参加人数と作業の成否との

関係から(図 1)、参加人数が 3 人以上の
場合に小型組立家具が完成する可能性の
高くなることが示唆された。 

b) 作業終了までの時間: 参加人数と作業終
了までの時間との関係から(図 2)、参加
人数が 3 人以上の場合は、1 人の場合よ
りも作業終了までの時間が短くなること
がわかった。また、参加人数が増えるに
したがい、参加者が組立材料に触れる時
間長が減少しつつ収束していく傾向にあ
ることが示唆された。 

c) 参加者が組立材料に触れた時間の長さ:
参加人数と参加者が組立材料に触れた時
間長との関係から(図 3)、参加人数が増
えるにしたがい、参加者が組立材料に触
れる時間長が減少しつつ収束していく傾
向にあることが示唆された。 

 
(2) 心理指標 
a) 作業過程への満足度: 参加人数と満足度

との関係から(図 4)、参加人数が 2～5人
の場合は、参加人数が１人の場合よりも
作業の過程に対する満足度が高くなるこ
とが示唆された。 

b) 作業過程への貢献度: 参加人数と貢献度
との関係から (図 5)、参加人数は貢献度
にはそれほど影響を与えないことが示唆
された。 

c) 参加者同士の親密度: 参加人数と親密度
との関係から(図 6)、参加人数が 2 人の
場合は、参加人数が 3～5人の場合よりも
参加者間の親密度が高くなることが示唆
された。 

 



(3) まとめ 
本研究では、社会的手抜きという観点から、
参加人数の違いが共同作業に与える影響に
ついて検討を行った。小型家具の組立作業を
対象とし、参加人数を 1～5 人に変化させた
場合においては、参加人数が 2人の場合に親
密度・満足度が高くなる一方で、参加人数が 
3 人以上の場合に小型家具が完成し、かつ作
業時間も短くなる傾向がみられた。同時に、
参加者が 4 人・5 人の場合には、作業終了ま
での時間や組立材料に触れる時間が収束し
ていく傾向がみられた。これらの結果から、
小型家具の組立作業においては、参加人数が
増えていくに従い、社会的手抜きが生じてい
る可能性が示唆されたといえる。 
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